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	応用
	抗原情報
	背景
	この遺伝子はNPYファミリーに属し、膵臓ランゲルハンス島で95アミノ酸のポリペプチド前駆体として合成されるタンパク質をコードしています。この遺伝子は2つのペプチド産物、すなわち36アミノ酸の活性ホルモンと機能不明のイコサペプチドに分解されます。このホルモンは膵臓および消化管機能の調節因子として作用し、摂食量の調節に重要な役割を果たす可能性があります。このホルモンの血漿中濃度は、摂食量の増加に関連する疾患では低下し、神経性食欲不振症では上昇することが示されています。さらに、肥満げっ歯類にこのホルモンを注入すると、体重増加が減少することが示されています。
	研究分野
	-
	画像データ
	

	黒線: コントロール抗原 (100 ng); 紫線: 抗原 (10 ng); 青線: 抗原 (50 ng); 赤線: 抗原 (100 ng);
	

	PPY マウス mAb (緑) とネガティブ コントロール (紫) を使用した HepG2 細胞のフローサイトメトリー分析。

